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本特集では，「健康ヘルスケア」の実用化に向けた取り組みを

中心に，製品化した技術も含めて紹介しています。具体的には，

生活習慣病予防関連では日立健康管理センタで実証してきたメ

タボリックシンドロームの克服の取り組み事例，「気づき」の技

術を用いて製品化した健診ソリューションを紹介しています。

健康データの収集・活用と可視化やネットワーク技術は，生活

習慣病の予防だけでなく，遠隔からの生活状態見守り（独居老

人）や脳ヘルスケアなどへの展開の可能性も秘めています。こ

れら，センサーを用いた発展的な未来の利用シーンや潮流を

「ライフ顕微鏡」，「光トポグラフィ技術」，「センサー情報Web

サービスシステム」にて紹介しています。

本特集によって，日立グループの幅広い健康ヘルスケアの取

り組みと最新技術を読者の皆様にご理解いただくとともに，

「個々人が健康で豊かな生活が実感できる社会」を支える一助と

なれば幸いです。日立グループはその実現のために，システム

やサービス，機器の開発を通じてお役に立ちたいと思います。

皆様が「健康で生活できることのありがたさ」を実感するのは

どのような時でしょうか。冒頭私事で恐縮ですが，4月に手術

を体験しました。後から考えますと，日々の生活の中に徴候が

あり，発病するまでの日常生活を気遣うことにより防ぐことが

できたのではないかと思います。失ってみて健康のありがたさ，

予防の重要性をより身近なものとして知ることになりました。

日本の現在の高齢化率21％は人口の約2,700万人であり，高齢

化のスピードは世界一です。高齢化による医療費は，現在の32

兆円から2025年には65兆円に増大が見込まれ，医療費の抑制は

喫緊の重要課題です。その解決策として，政府は2008年度より

生活習慣病対策の一環として特定健診・特定保健指導を義務化

します。ヘルスケア分野では「EBH（Evidence Based Healthcare）：

科学的根拠に基づく健康管理」が社会潮流となっております。

日立グループには，1938年に設立した日立総合病院ほか6病

院があり，早くから従業員の健康管理を実施してきました。研

究所と医療の現場が協力しながら研究開発や製品化していく土

壌があり，「健康ヘルスケア」は日立グループの総合力が発揮で

きる分野です。生活習慣病の予防は個人の意識改革によるとこ

ろが大きく，科学的な根拠となるデータを収集・活用して，可

視化し示すことにより個人の関心を高め，早期発見と日常生活

の改善・維持を支えることが期待されています。EBH実現のた

め，情報収集・蓄積から個人への情報提供，行動変容，評価に

至るまでの一連の継続的な健康維持のサイクルを，サービスア

プリケーションやセンサー，ネットワーク技術により実現して

いきたいと考えています。

特集1
「健康で豊かなヘルスケア社会を支える

トータルソリューション」
監修

日立製作所
トータルソリューション事業部

プロジェクト統括本部
医療福祉ソリューションセンタ

センタ長

屋敷知

日本の経済は長い停滞期から緩やかな回復基調を続けてお

り，戦後最長の景気拡大となっています。しかしながら，以前

のような低価格の訴求だけで売れた時代は過ぎ，消費者の嗜

（し）好を見極め，価値観に合わせた商品を市場に供給すること

をメーカーは求められ，これにより製品の多様化，製品ライフ

サイクルの短縮化が進展しています。

このような経営環境の下で，企業間競争を勝ち抜くための武

器として，多くの企業が物流サービスの向上や物流コスト削減

に向けた取り組みを実施しています。

物流における効率化の取り組みは，個別部門の業務プロセス

改善に始まり，物流拠点の見直しといった物流資源（リソース）

の改善，情報システムの高度化，物流設備による自動化に及び，

さらに最近では，「食の安全を支える社会インフラ」や「環境対

応すべき対象分野」として，よりいっそうの取り組みが期待さ

れています。

日立グループでは，長年にわたるエンジニアリングやシステ

ム構築実績を通して，日立ロジスティクスソリューションの体

系化を行い，（1）上流エンジニアリングを武器とした計画から

開発・運用までの一気通貫サービス，（2）総合電機メーカーと

しての豊富な実績を生かした「情報・設備・建屋の『三位一

体』＋『運用（3PL）』」のワンストップ・ソリューションを提供

しています。

本特集ではこれらの背景を踏まえ，モノづくり技術事業部と

日立物流が日立グループを対象に進めている「ロジスティクス

改革」の取り組みを紹介しています。具体的には，グローバル

物流を含めた取り組みを，日立金属や日立製作所コンシューマ

事業グループの事例として取り上げました。

次に，Overviewで紹介した日立のロジスティクスに対する取

り組みの中から，特に業界トップシェアを誇る日立物流の

「3PL」への取り組みを，さらに，最近の新技術・新製品への取

り組みとして，「経営戦略を支援するロジスティクスソリュー

ション」，および先進事例を紹介しています。

日立グループでは，長年にわたるエンジニアリングやシステ

ム構築実績を通して，日立ロジスティクスソリューションを確

立してきました。

本特集によって，日立グループみずからがユーザーとしての

立場で取り組んでいる「ロジスティクス改革」の内容と，日立

グループのシナジーを生かした日立ロジスティクスソリュー

ションのビジネス展開を，読者の皆様にご理解いただくととも

に，お役立ていただければ幸いです。

特集2
「産業・流通分野の最新動向と
日立グループのロジスティクスソリューション」
監修

日立製作所
トータルソリューション事業部
産業・流通システム本部　
ロジスティクスシステム部
部長

権守直彦
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健康で豊かなヘルスケア社会を支える
トータルソリューション
日々の暮らしを充実したものとするために，心身の健康は欠かすことのできない重
要な要素である。「健康ブーム」と言われる状況の下，運動や食生活などで健康維
持をめざすライフスタイルが注目を集め，健康関連業界は活況を呈している。一方
で，急速な高齢化に伴う医療費の増大とともに，成人男性の多くが生活習慣病予
備群とされる現状に，将来への懸念も広がっている。生活習慣病の予防は，いま
や国家的課題ともなりつつある。
生活習慣病の予防で最も大切なことは，個人の意識改革である。その意識改革を
後押しするために，ヘルスケア分野ではEBH（Evidence Based Healthcare）と
いう考え方が新たな潮流となっている。科学的根拠となる客観的なデータを収集，
活用することで，健康管理を実現する，これまでにない機器やサービス。それらを可
能にする日立グループの先進技術がめざしているのは，だれもが健康で生き生きと
生活できる，ヘルスケア社会の実現である。

HITACHI HYORON 2007.12

特集1
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産業・流通分野の最新動向と
日立グループのロジスティクスソリューション

企業経営を支えるライフラインとも言える「モノの流れ」。グローバル化の中で，流れ
る量と範囲が急速に拡大し，内容も複雑化するにつれ，その全体としての最適化
が重要な経営課題となっている。「モノの流れ」は，単純な物流から，部門の壁を越
え，原材料の調達から製品が顧客の手元へ届くまでを総合的に管理する，ロジス
ティクスへと進化している。それは単なるコスト削減の対象ではなく，企業価値を高
めるための戦略的要素の一つにほかならない。
この新たな「モノの流れ」を制するために重要なのは，実業の中で培ったロジスティ
クス改革の経験と，最先端の技術を駆使した情報・設備システムである。日立グ
ループは，それらを活用することで，戦略策定から物流センターの建設，運用まで一
貫したロジスティクスソリューションを提供し，これからのロジスティクス改革を支援
していく。

HITACHI HYORON 2007.12

特集2
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